
市民の皆様へのお願い
～新型コロナウイルスの感染拡大防止のために～

（感染事例）

Ａさんは夫と子ども２人の４人暮らし。近くに高齢の母親が独りで住んで
おり，週末には子どもを連れて様子を見に行っている。母親は毎週末の訪問
を楽しみにしており，先週末も購入した食料品を届け，母親によく聞こえる
ようにと，いつものようにマスクを着けずに大きな声で会話した。次の月曜
日，職場の同僚の感染が判明してＡさんも濃厚接触者となり，ＰＣＲ検査で
陽性となった。子ども２人の世話は何とか夫に頼んだが，保育所の送迎で接
触した保育士２名が２週間の自宅待機に。更に３日後，母親にも感染してい
ることが分かり即入院。夫，子どもは自宅待機。幸いＡさんも母親も軽症で
済み２週間で退院でき，夫も子どもも発症せずに済みましたが，大切な家族
を守るため，いつも自分が感染しているかもと考えておくことが大切です。

家庭内における注意

家庭外での感染を防止し，ウイルスを家庭に持ち込まないために

家庭内で感染を広げないために

※実際の事例を基に作成したものです。



（感染事例１）
Ｂさんは，親しい友人１０人のグループで年に１回集まり飲食を共にするこ
とを楽しみにしてきた。今年はＢさんが幹事で，コロナ対策を意識して，個室
のある店を選び，２次会は取り止めて解散した。ところが，後日参加者のうち
８人の感染が確認された。

（感染事例２）
Ｃさんはプロジェクトをやり遂げた部下３人を労おうと，１次会，２次会と
約４時間にわたり，飲食を共にした。
１次会の店では，皆初めの頃は適宜マスクをしていたが，酒が進むにつれて気
が緩み，マスクを外しがちになり，声も大きくなっていった。２次会の店は狭
く，換気も十分ではなかったが，全くマスクを着けていなかった。Ｃさんと２
次会の店員１人の感染が確認された。

飲食店を利用する際の注意

感染防止のポイント（主なもの）

※これらは実際の事例を基に作成したものです。
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